
再エネテクノブリッジin長野

１ 目 的
長野県では、知事が昨年12月に「気候非常事態宣言～2050ゼロ

カーボンへの決意～」を表明し、県議会でも、令和2年9月に県民総
ぐるみの運動により持続可能な脱炭素社会を実現するため、長野県
脱炭素社会づくり条例が制定するなど、再生可能エネルギーの積極
的な活用について、県民の意識も高まっています。
こうした中、今回、産業技術総合研究所 福島再生可能エネルギー

研究所と再エネテクノブリッジin長野を共催することにより、『地域
を再エネで元気にするための方策』を探り、さらなる再生可能エネ
ルギーの普及拡大を狙います。

２ 再エネテクノブリッジとは

３ 開催概要

「再エネテクノブリッジ」は、産総研 福島再生可能エネルギー研究
所における水素関連の研究技術と産業界のニーズを結び付ける“橋渡
しの機会”として開催しているイベントです。
一昨年度初めて秋田県で開催。昨年度は新潟県での開催しました。

再エネテクノブリッジin新潟 2019 川中島水素ステーションとFCV
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再エネテクノブリッジin長野

４ 企業局独自イベント
燃料電池バスの試乗会及び燃料電池自動車による電源供給イベントを
開催する。

参考 FCバスの概要

名称 トヨタ ＳＯＲＡ

ベース車両 ノンステップ大型路線バス

全長/全幅/全高 10,525/2,490/3,350㎜

乗車定員
（座席＋立席＋乗務員）

79人（22+56+1）

•品名：トヨタ ＳＯＲＡ
•主要諸元

201906 G20関連イベントにて使用
（軽井沢町での例）

12/20 AM 川中島水素ステーション見学会
・長野駅から水素ステーションまで

FCバスの試乗会

12/18
10:00～20:00

再エネテクノブリッジin長野と並行して開催
・長野駅善光寺口駅前広場にFCV展示
・長野市主催の善光寺口駅前広場ライトアップに

FCVから電源を供給
・長野駅周辺にてFCバス試乗会

12/19
10:00～18:00

信州ブレイブウォリアーズホームゲームにて水素
イベント実施
・長野駅から試合会場までのFCバス試乗会
・会場にFCV展示及び電源供給

資料７

2


